
JP 4211023 B2 2009.1.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力動画像を圧縮符号化処理したビットストリームを生成して伝送又は蓄積する動画像
処理方法に於いて、
　前記入力動画像の圧縮符号化過程に於ける、フレーム輝度についての統計情報、動きベ
クトルについての統計情報、符号化発生情報量又は量子化値についての統計情報の少なく
とも一つから求めた統計情報と判定値とを比較し、前記入力動画像が圧縮効率の低くなる
特定シーンか否かを判定する過程と、
　圧縮効率の低くなる特定シーンと判定された前記圧縮符号化過程で生成されたビットス
トリームの内、前記圧縮効率の低くなる特定シーンを含む一つのビットストリームとして
成立する単位で、予め蓄積されたビットストリームの圧縮効率を低下させない圧縮符号化
済の所定のビットストリームに切替えて出力する過程を含む
　ことを特徴とする動画像処理方法。
【請求項２】
　前記入力動画像の圧縮符号化過程に於ける動きベクトルについての前記統計情報は、前
記動きベクトルの水平成分平均と、水平成分分散と、垂直成分平均と、垂直成分分散との
少なくとも何れか一つを含み、前記統計情報と予め設定した判定値とを比較し、前記統計
情報が前記判定値を超えた時に前記特定シーンと判定する過程を含むことを特徴とする請
求項１記載の動画像処理方法。
【請求項３】
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　入力動画像を圧縮符号化処理したビットストリームを伝送又は蓄積する動画像処理装置
に於いて、
　前記入力動画像を圧縮符号化する符号化部と、
　該符号化部による圧縮符号化過程に於けるフレーム輝度についての統計情報と、前記圧
縮符号化過程に於ける動きベクトルについての統計情報と、前記圧縮符号化過程に於ける
符号化発生情報量又は量子化値についての統計情報との少なくとも一つから統計情報を求
める統計情報取得部と、
　該統計情報取得部により取得した統計情報と判定値とを比較し、入力動画像の圧縮率が
低下する特定シーンか否かを判定するシーン判定部と、
　ビットストリームの圧縮効率を低下させない圧縮符号化済の所定のビットストリームを
蓄積するビットストリームメモリと、
　前記シーン判定部により前記入力動画像の圧縮率が低下する特定シーンと判定された時
、前記符号化部により圧縮符号化したビットストリームの内、前記圧縮効率の低くなる特
定シーンを含む一つのストリームとして成立する単位で、前記ビットストリームメモリに
蓄積されているビットストリームの圧縮効率を低下させない圧縮符号化済の所定のビット
ストリームに切替えて送出するセレクタ部と
　を備えたことを特徴とする動画像処理装置。
【請求項４】
　前記ビットストリームメモリは、予測効率の高い静止画像又は動きのゆるやかな動画像
を圧縮符号化処理したビットストリームに相当する所定のビットストリームを格納した構
成を有することを特徴とする請求項３項記載の動画像処理装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、入力動画像を圧縮符号化処理したビットストリームを受信側に有線又は無線に
より送出し、又は磁気ディスクや光ディスク等の記録媒体に記録し、そのビットストリー
ムを受信して復号化し、又は記録媒体から再生してビットストリームを復号化して、動画
像を表示する為の動画像処理方式及び動画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
動画像の圧縮符号化は、既に各種の方式が知られている。例えば、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎ
ｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）方式としてのＭＰＥＧ－１，２，４
等が国際標準化されている。このＭＰＥＧ方式は、画面を複数画素からなるブロックに分
割し、ブロック単位で空間方向及び時間方向の圧縮処理を行って符号化したビットストリ
ームを伝送或いは蓄積し、受信側或いは再生側は、ビットストリームを復号化して元の動
画像に復元してディスプレイに表示する。
【０００３】
動画像の圧縮符号化に於ける前述の空間方向の圧縮は、フレーム内の相関を用いた処理で
あり、前述のＭＰＥＧ方式の場合、ＤＣＴ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｃｏｓｉｎｅ　Ｔｒａｎ
ｓｆｏｒｍ）による直交変換と、量子化と、可変長符号化との処理を含むものである。例
えば、画面を１６×１６画素からなるマクロブロック（ＭＢ）単位で符号化処理を行うも
のである。又ＤＣＴ処理は、ＭＢを４分割した８×８画素のブロックについて二次元ＤＣ
Ｔを施すものである。
【０００４】
このＤＣＴ処理により、低周波成分に偏ったＤＣＴ係数が得られ、高周波成分は０が多く
なる。このＤＣＴ係数を所定の量子化スケールで量子化し、その量子化係数を、ランレン
グスの二次元可変長符号を用いて符号化する。この場合、量子化係数も、低周波成分に偏
るので、低周波成分から高周波成分側に順次走査して可変長符号化を行う。前述の空間方
向の圧縮処理はフレーム内符号化と称されるものである。
【０００５】
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又時間方向の圧縮は、フレーム間動き予測を適用して発生情報を圧縮するもので、例えば
、可変長符号化処理の前段の量子化処理による量子化係数を逆量子化処理し、ＤＣＴ処理
の逆の逆ＤＣＴ処理を施して復号した局部復号画像と、入力動画像との差分を求める。即
ち、フレーム間差分を求め、その差分情報を前述のＤＣＴ処理と量子化処理と可変長符号
化処理とにより符号化してビットストリームとする。更に、フレーム間で各ブロックが既
符号化画像（局部復号画像）のどの位置から移動したかを探す動き探索処理を行い、フレ
ーム間差分が少ない位置を求め、その動き探索処理による動きベクトルと、その位置との
差分ブロックを符号化する。
【０００６】
復号化処理は、フレーム内符号化に対しては、可変長復号部で可変長符号を復号して量子
化係数を復元し、逆量子化部によりＤＣＴ係数に復元し、逆ＤＣＴ部により逆ＤＣＴ処理
を施して、フレームデータに復元する。又フレーム間符号化に対しては、可変長復号と、
逆量子化と、逆ＤＣＴとの処理により各ブロックの差分情報を復元し、既に復号してフレ
ームメモリに格納したフレームデータのブロックの中の動きベクトルで示される位置のブ
ロックと加算することにより、動画像を復元することができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従来の動画像の圧縮符号化処理は、動画像の空間方向及び時間方向の相関性が大きいこと
を利用しているものであるから、このような性質を持たない動画像に対しては、圧縮効率
が低下して発生情報量が増加する。この圧縮効率を低下させないようにするには、量子化
ステップを大きくする等の制御が必要となるが、それによって、再生画質が劣化し、望ま
しくない表示画質となる問題がある。又圧縮効率低下により発生情報量が増加し、それを
回避する為の量子化ステップの制御等を行っても間に合わないような状態が発生する可能
性もあり、その場合には圧縮符号化処理がハングアップする問題がある。
【０００８】
例えば、強烈な光が照射するさざなみの水面を撮像した動画像の場合や、雪が降るような
再生画面となるスノーノイズ等のランダムノイズの場合等に於いて、フレーム内の相関及
びフレーム間の相関が殆どない状態、即ち、前述の空間方向及び時間方向の相関が小さく
なる。従って、圧縮効率が低下して発生情報量が増加し、送信バッファのオーバーフロー
が発生するから、量子化ステップを大きくして発生情報量を低減する制御等が必要となる
。又スノーノイズ等のノイズの生成画面は望ましくない画面である。
本発明は、圧縮効率の低下を回避し、且つ望ましくない再生画面とならないように制御す
ることを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の動画像処理方法は、図１を参照して説明すると、入力動画像を圧縮符号化処理
したビットストリームを伝送又は蓄積する動画像処理方法であって、入力動画像の圧縮符
号化過程に於けるフレーム輝度についての統計情報と、動きベクトルについての動きベク
トル統計情報と、符号化発生情報量又は量子化値についての統計情報との少なくとも何れ
か一つから求めた統計情報と判定値とを比較して前記入力動画像が特定シーンか否かを判
定し、特定シーンと判定した時に、この特定シーンのビットストリームを一つのストリー
ムとして成立する単位、例えば、ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）単位で、
予め蓄積してある所定のビットストリームにセレクタ部５等により切替えて出力する過程
を含むものである。
【００１０】
又入力動画像の圧縮符号化過程に於ける統計情報の動きベクトルの水平成分平均，水平成
分分散，垂直成分平均，垂直成分分散の少なくとも何れか一つを求めて、予め設定した判
定値と比較し、該判定値を超えた時に前記特定シーンと判定する過程を含むことができる
。
【００１１】
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又本発明の動画像処理装置は、入力動画像を圧縮符号化処理したビットストリームを伝送
又は蓄積する動画像処理装置であって、入力画像を圧縮符号化する符号化部１と、入力動
画像の統計情報又は圧縮符号化過程に於ける統計情報を取得する統計情報取得部２と、こ
の統計情報取得部２により取得した統計情報と判定値とを比較して特定シーンか否かを判
定するシーン判定部３と、所定のビットストリームを蓄積するビットストリームメモリ４
と、シーン判定部３により特定シーンと判定した時に、符号化部１により圧縮符号化した
ビットストリームに対して、ビットストリームメモリ４に蓄積した所定のビットストリー
ムを切替えて送出するセレクタ部５とを備えている。
【００１２】
又統計情報取得部２は、入力動画像のフレーム輝度平均を求める統計情報取得器又は符号
化部１に於ける動きベクトルの水平，垂直成分平均及び分散を求める統計情報取得器又は
平均量子化スケール値，発生情報量を求める統計情報取得器の少なくとも何れか一つを含
む構成とすることができる。又ビットストリームメモリ４は、静止画像又は動きのゆるや
かな動画像を圧縮符号化かビットストリームに相当する所定のビットストリームを格納し
た構成とすることができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の原理説明図であり、符号化部１は、入力動画像を空間方向及び時間方向の
相関性を用いた圧縮符号化処理を行うもので、前述のＭＰＥＧ方式を適用することができ
る。又統計情報取得部２は、入力動画像のフレーム輝度平均を求める統計情報取得器、又
は符号化部１に於ける動きベクトルの水平，垂直成分平均及び分散を求める統計情報取得
器、又は平均量子化スケール値，発生情報を求める統計情報取得器等の少なくとも一つを
含むものである。
【００１４】
又シーン判定部３は、統計情報取得部２により取得した統計情報と判定値とを比較して特
定シーンか否かを判定してセレクタ部５を制御する。又ビットストリームメモリ４に、例
えば、静止画像或いは動きのゆるやかな動画像を圧縮符号化したビットストリームに相当
する所定のビットストリームを格納する。そして、セレクタ部５により符号化部１からの
ビットストリームと、ビットストリームメモリ４からのビットストリームとを、シーン判
定部３の判定に従って切替えて送出する。
【００１５】
例えば、前述の強烈な光が照射するさざなみの水面の撮像画像に対しては、圧縮効率が低
下するから、統計情報を基にシーン判定部３に於いて特定のシーンと判定し、例えば、水
面の静止画像を圧縮符号化したビットストリームをビットストリームメモリ４から繰り返
し読出して送出する。それにより、圧縮符号化処理に於ける圧縮効率の低下は問題でなく
なり、且つ再生表示画面については安定な表示内容となる。又ビットストリームメモリ４
に複数種類のビットストリームを格納し、シーン判定部３の判定結果に応じて、複数種類
の中から選択した一つのビットストリームを送出するように制御することも可能である。
【００１６】
図２は本発明の実施の形態の説明図であり、１１はフレームメモリ、１２は入力動画像統
計情報取得器、１３は動きベクトル統計情報取得器、１４は符号化統計情報取得器、１５
はシーン判定器、１６はビットストリームメモリ、１７はセレクタ、１８は原画ＭＢ部、
１９は参照ブロック部、２０は動きベクトル探索器、２１は予測判定器、２２は減算器、
２３，２５はセレクタ、２４は加算器、２６は離散コサイン変換器（ＤＣＴ）、２７は量
子化器（Ｑ）、２８は逆量子化器（ＩＱ）、２９は逆離散コサイン変換器（ＩＤＣＴ）、
３０は可変長符号化器（ＶＬＣ）を示す。
【００１７】
図１の統計情報取得部２は、図２に於ける入力動画像統計情報取得器１２と、動きベクト
ル統計情報取得器１３と、符号化統計情報取得器１４との少なくとも何れか一つを含む構
成を有するもので、従って、全部を備えることもできる。又図２のシーン判定器１５は、
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図１のシーン判定部３に相当し、又図２のビットストリームメモリ１６は、図１のビット
ストリームメモリ４に相当し、又図２のセレクタ１７は、図１のセレクタ部５に相当する
。
【００１８】
又図１の符号化部１は、図２に於けるフレームメモリ１１や離散コサイン変換器２６，量
子化器２７，逆量子化器２８，逆離散コサイン変換器２９，可変長符号化器３０等を含む
構成を有するものである。又フレームメモリ１１は、入力動画像を蓄積し、且つ局部復号
画像を蓄積するもので、原画ＭＢ部１８は、入力動画像のマクロブロック（ＭＢ）を動き
ベクトル探索器２０に入力し、局部復号画像から参照ブロック部１９により参照ブロック
を順次取り出して動きベクトル探索器２０に入力して、動きベクトルを求める。
【００１９】
セレクタ２３により減算器２２側を図示のように選択し、セレクタ２５により加算器２４
側を図示のように選択している状態は、フレーム間符号化の場合であり、セレクタ２３，
２５がその反対側を選択している状態は、フレーム内符号化の場合を示す。そして、離散
コサイン変換器２６により直交変換し、量子化器２７により量子化し、可変長符号化器３
０により可変長符号に変換して、セレクタ１７を介して送信又は蓄積する。又量子化器２
７による量子化係数を逆量子化器２８によりＤＣＴ係数に戻し、逆離散コサイン変換器２
９により復号し、フレーム内符号化の場合は、局部復号画像としてフレームメモリ１１に
一時蓄積し、又フレーム間符号化の場合は、加算器２４により予測判定器２１を介したブ
ロックと加算して局部復号画像とする。
【００２０】
入力動画像統計情報取得器１２に於いては、フレーム輝度平均を求めるもので、フレーム
内の画素の集合をＵ、フレーム輝度平均をＡｖｅＹ、画素数をＮｕｍ、画素の輝度をＰｉ
ｘｅｌとすると、
ＡｖｅＹ＝（ΣU Ｐｉｘｅｌ　ｉ）／Ｎｕｍ　ｉ　　　　　　　　…（１）
と表すことができる。
又フレーム輝度分散ＶａｒＹは、
ＶａｒＹ＝（ΣU （｜Ｐｉｘｅｌ　ｉ－Ａ｜））／Ｎｕｍ　ｉ　　…（２）
と表すことができる。なお、（１），（２）式の累積加算のΣU の記号は、ｉ⊂Ｕとして
加算することを示す。
【００２１】
又動きベクトル統計情報取得器１３に於いては、各ＭＢ毎に求めた動きベクトルを累積し
、その累積値をピクチャのＭＢ数で除算することにより、動きベクトルの平均を求め、又
各動きベクトルと動きベクトル平均との差の二乗和を求めてＭＢ数で除算することにより
、動きベクトルの分散を得ることができる。この場合、フレーム内のＭＢ集合をＶ、動き
ベクトルの水平成分をＶｅｃＨ　ｉ、動きベクトルの垂直成分をＶｅｃＶ　ｉとして、動
きベクトルの水平成分平均ＡｖｅＨＶ、水平成分分散ＶｅｒＨＶ、垂直成分平均ＡｖｅＶ
Ｖ、垂直成分分散ＶｅｒＶＶは、
ＡｖｅＨＶ＝（ΣV ＶｅｃＨ　ｉ）／Ｎｕｍ　ｉ　　　　　　　　…（３）
ＶｅｒＨＶ＝（ΣV ｜ＶｅｃＨ　ｉ－ＡＨ｜）／Ｎｕｍ　ｉ　　　…（４）
ＡｖｅＶＶ＝（ΣV ＶｅｃＶ　ｉ）／Ｎｕｍ　ｉ　　　　　　　　…（５）
ＶｅｒＶＶ＝（ΣV ｜ＶｅｃＶ　ｉ－ＡＶ｜）／Ｎｕｍ　ｉ　　　…（６）
と表すことができる。なお、（３）～（６）式の累積加算のΣV の記号は、ｉ⊂Ｖとして
加算することを示す。
【００２２】
又符号化統計情報取得器１４に於いては、離散コサイン変換器２６と量子化器２７と可変
長符号化器３０とを含む符号化処理部に於ける発生情報量や量子化値の平均等を求めて符
号化統計情報とすることができる。例えば、フレーム内のＭＢ集合をＶ、各ＭＢの発生情
報量をＢｉｔ　ｉ、ピクチャの発生情報量をＳｕｍＢ、各ＭＢの量子化スケール値をＱ　
ｉ、平均量子化値をＡｖｅＱとすると、
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ＳｕｍＢ＝ΣV （Ｂｉｔ　ｉ）　　　　　　　　　　　　　　　…（７）
ＡｖｅＱ＝（ΣV Ｑ　ｉ）／Ｎｕｍ　ｉ　　　　　　　　　　　…（８）
と表すことができる。なお、（７），（８）式の累積加算のΣV の記号は、ｉ⊂Ｖとして
加算することを示す。
【００２３】
シーン判定器１５に於いては、入力動画像統計情報取得器１２、動きベクトル統計情報取
得器１３、符号化統計情報取得器１４により得られた前述の統計情報と判定値α、β、χ
、δ、εとを比較して特定のシーンを判定する。即ち、
ＶａｒＹ＞α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（９）
ＡｖｅＨＶ＞β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（10)
ＶａｒＨＶ＞χ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（11)
ＡｖｅＶＶ＞δ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（12)
ＶａｒＨＶ＞ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（13)
として判定することができる。そして、（９）～（13）式の何れか一つの条件を満足する
場合、或いは複数の条件を満足する場合、統計情報が判定値より大きい条件を満足するこ
とにより特定のシーンと判定する。シーン判定器１５は、このような判定論理を設定する
ものである。
【００２４】
シーン判定器１５からの制御信号によるセレクタ１７に於けるビットストリームの切替え
は、フレーム間差分を考慮して、一つのストリームとして成立する単位とすることが考え
れる。例えば、ＭＰＥＧ－２の場合、ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）単位
とすることができる。又ビットストリームメモリ１６から読出した所定のビットストリー
ムを選択して送出している状態に於いても、圧縮符号化処理を継続し、シーン判定器１５
の判定結果に応じて、入力動画像の圧縮符号化によるビットストリームに切替えて送出で
きるように制御するものである。
【００２５】
図３は本発明の実施の形態のフローチャートであり、入力動画像読込みを行い（Ａ１）、
ヘッダ生成（Ａ２）、動き探索（Ａ３）、ＭＢ符号化（Ａ４）を行い、ピクチャＥｎｄか
否かを判定し（Ａ５）、ピクチャ単位の圧縮符号化が継続中の場合はステップ（Ａ３）に
移行し、終了の場合は必須情報取得を行い（Ａ６）、判定条件を満たすか否かを判定する
（Ａ７）。
【００２６】
又入力動画像の読込みを行って、入力動画像統計情報取得器１２によりフレーム輝度平均
等の統計情報を取得し（Ａ１１）、又動きベクトル探索器２０による動き探索を行い、動
きベクトル統計情報取得器１３により動きベクトルの水平，垂直成分等の統計情報を取得
し（Ａ１２）、又ＭＢ符号化の処理の過程に於いて符号化統計情報取得器１４によりピク
チャの発生情報量や平均量子化値等の統計情報を取得する（Ａ１３）。
【００２７】
このような統計情報を取得して、シーン判定器１５に於いて判定値と比較し、前述の統計
情報が判定値より大きい条件を満たさない場合は、符号化結果のビットストリームを出力
し（Ａ８）、符号化が終了か否かを判定し（Ａ９）、終了していない場合はステップ（Ａ
１）に移行し、終了した場合は、処理を終了する。又ステップ（Ａ７）に於いて、シーン
判定器１５が判定条件を満たしていると判定した場合は、ビットストリームメモリ１６に
格納した所定のビットストリームを出力するようにセレクタ１７を制御する。
【００２８】
従って、ビットストリームを受信して復号再生して表示すると、スノーノイズ等の再生画
面を回避して、安定した表示画面とすることができる。又圧縮符号化処理も、発生情報量
が著しく増加した場合に、送信処理する必要がないので、送信バッファのオーバーフロー
等を考慮する必要がなく、安定な圧縮符号化を継続することができ、且つ望ましくないよ
うな再生画面となることを回避できる。
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【００２９】
又ビットストリームの復号化側に於いて、復号化処理過程に於ける統計情報を基に特定の
シーンか否かを判定し、特定のシーンの場合に、安定した再生画面を構成できる所定のビ
ットストリームを、ビットストリームメモリから読出して復号化処理を行うことができる
。それにより、スノーノイズ等の望ましくない再生画面となることを回避できる。
【００３０】
図４は本発明の実施の形態の復号化部の説明図であり、図２に示す符号化部と組合せて使
用するか、或いは、従来例の符号化部と組合せて使用することが可能である。同図に於い
て、４１はデコーダバッファ、４２はビットストリームメモリ、４３はセレクタ、４４は
復号化処理部、４５は可変長復号化器（ＩＶＬＣ）、４６は逆量子化器（ＩＱ）、４７は
逆離散コサイン変換器（ＩＤＣＴ）、４８はヘッダー情報抽出部、４９はヘッダー情報取
得器、５０は復号化統計情報取得器、５１はシーン判定器、５２はセレクタ、５３は加算
器、５４はフレームメモリを示す。
【００３１】
セレクタ４３はシーン判定器５１により制御され、通常は図示のように、デコーダバッフ
ァ４１側を選択している。又ビットストリームメモリ４２は、ヘッダー情報を除いた単一
種類又は選択可能の複数種類の所定のビットストリームを格納している。セレクタ４３を
介したビットストリームは、復号化処理部４４の可変長復号化器４５により固定長符号の
量子化係数に復元し、逆量子化器４６により元のＤＣＴ係数に復元し、逆離散コサイン変
換器４７により逆ＤＣＴ処理を施して復号し、フレーム間符号化のビットストリームを復
号化処理している時は、セレクタ５２は図示の状態で、加算器５３により、フレームメモ
リ５４からのブロックと加算されて、フレームメモリ５４に格納され、フレーム内符号化
のビットストリームを復号化処理している時は、加算器５３を介することなく、フレーム
メモリ５４に格納され、このフレームメモリ５４から図示を省略した表示部に再生画像が
表示される。
【００３２】
又ヘッダー情報抽出部４８は、ビットストリームに付加されたヘッダーを抽出し、フレー
ム間符号化かフレーム内符号化かを識別して、セレクタ５２を制御する。又復号化統計情
報取得器５０は、復号化処理部４４に於ける動きベクトルの水平，垂直成分や量子化値等
の統計情報を取得し、シーン判定器５１は、前述の場合と同様に判定値と比較して、特定
のシーンと判定すると、セレクタ４３を制御して、ビットストリームメモリ４２からのビ
ットストリームを繰り返し読出して復号化処理部４４に入力する。それにより、スノーノ
イズ等の望ましくない画面の代わりに、安定な画面を再生表示することができる。
【００３３】
又ディジタル放送等のストリームに対しては、複数チャネルの番組を一つのストリームと
してシステムストリームを配信するもので、そのストリームの中に、各番組の情報を付加
したテーブルが埋め込まれている。このテーブルを読込むことにより、例えば、暴力性の
番組やアダルト番組を識別することができる。ヘッダー情報取得器４９は、このようなヘ
ッダー情報を取得し、子供に見せたくない番組については、シーン判定器５１に、特定の
シーンとしてヘッダー情報を設定しておくことにより、望ましくない画面として、セレク
タ４３を制御し、ビットストリームメモリ４２側を選択させて、所定のビットストリーム
を復号化処理して再生表示することができる。
【００３４】
この場合、適当な画像のストリーム或いは成人向け番組視聴禁止等のタイトル画像とする
ことができる。即ち、ビットストリームメモリ４２には、復号化統計情報取得器５０によ
り取得した統計情報を基に、望ましくない再生画面となる場合と、ヘッダー情報取得器４
９により取得したヘッダー情報により、望ましくない再生画面と判定した場合とに於ける
異なるビットストリームを選択できるように格納することができる。
【００３５】
図５は本発明の実施の形態の復号化処理のフローチャートであり、ビットストリームのヘ
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ッダーを復号し（Ｂ１）、必要情報取得を行う（Ｂ２）。即ち、ヘッダー復号による統計
情報取得（Ｂ１１）による情報、或いは、前述の番組種別の情報を取得し、又復号化処理
過程の統計情報取得（Ｂ１２）による情報を取得する。そして、シーン判定器５１により
判定条件を満たすか否かを判定し（Ｂ３）、スノーノイズ等の望ましくない再生画面又は
成人向け番組等の望ましくない画面等の特定のシーンと判定すると、所定のビットストリ
ームをビットストリームメモリ４２から読込み（Ｂ１０）、又判定条件を満たさない場合
は、受信したビットストリームを読込み（Ｂ４）、ＭＢ復号化（Ｂ５）、動き補償（Ｂ６
）の復号化処理を行い、ピクチャＥｎｄか否かを判定し（Ｂ７）、終了でない場合はステ
ップ（Ｂ５）に移行し、終了の場合は、復号化結果を出力し（Ｂ８）、復号化処理終了か
否かを判定し（Ｂ９）、終了でない場合はステップ（Ｂ１）に移行し、終了の場合は、復
号化処理を終了する。
【００３６】
本発明は、前述の各実施の形態にのみ限定されるものではなく、種々付加変更することが
できるものであり、符号化処理は、ＭＰＥＧ－２以外の符号化処理とすることも可能であ
る。
【００３７】
（付記１）入力動画像を圧縮符号化処理したビットストリームを伝送又は蓄積する動画像
処理方法に於いて、前記入力動画像の統計情報又は圧縮符号化過程に於ける統計情報を基
に前記入力動画像の特定シーンを判定し、該特定シーンと判定した時に、予め蓄積してあ
る所定のビットストリームを選択出力する過程を含むことを特徴とする動画像処理方法。
（付記２）前記入力動画像の圧縮符号化過程に於ける統計情報の動きベクトルの水平成分
平均，水平成分分散，垂直成分平均，垂直成分分散の少なくとも何れか一つを求めて、予
め設定した判定値と比較し、該判定値を超えた時に前記特定シーンと判定する過程を含む
ことを特徴とする付記１記載の動画像処理方法。
【００３８】
（付記３）入力動画像を圧縮符号化処理したビットストリームを伝送又は蓄積する動画像
処理装置に於いて、前記入力画像を圧縮符号化する符号化部と、前記入力動画像の統計情
報又は圧縮符号化過程に於ける統計情報を取得する統計情報取得部と、該統計情報取得部
により取得した統計情報と判定値とを比較して特定シーンか否かを判定するシーン判定部
と、所定のビットストリームを蓄積するビットストリームメモリと、前記シーン判定部に
より特定シーンと判定した時に、前記符号化部により圧縮符号化したビットストリームに
対して前記ビットストリームメモリに蓄積した所定のビットストリームを切替えて送出す
るセレクタ部とを備えたことを特徴とする動画像処理装置。
【００３９】
（付記４）前記統計情報取得部は、前記入力動画像のフレーム輝度平均を求める統計情報
取得器又は前記符号化部に於ける動きベクトルの水平，垂直成分平均及び分散を求める統
計情報取得器又は平均量子化スケール値，発生情報量を求める統計情報取得器の少なくと
も何れか一つを含むことを特徴とする付記３記載の動画像処理装置。
（付記５）前記ビットストリームメモリは、静止画像又は動きのゆるやかな動画像を圧縮
符号化処理したビットストリームに相当する所定のビットストリームを格納した構成を有
することを特徴とする付記３記載の動画像処理装置。
【００４０】
（付記６）圧縮符号化処理したビットストリームを復号化する動画像処理装置に於いて、
所定のビットストリームを格納したビットストリームメモリと、前記圧縮符号化処理した
ビットストリームのヘッダー情報又は復号化処理過程に於ける統計情報を取得して特定シ
ーンか否かを判定するシーン判定器と、該シーン判定器により特定シーンと判定した時に
前記ビットストリームメモリから所定のビットストリームを読出して前記復号化処理部に
入力するセレクタとを備えたことを特徴とする動画像処理装置。
（付記７）前記ビットストリームメモリは、前記シーン判定器の判定内容に対して選択し
て読出す複数種類のビットストリームを格納した構成を有することを特徴とする付記６記
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【００４１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、所定のビットストリームをビットストリームメモリ１６
，４２に格納しておき、統計情報やヘッダー情報を基に望ましくない再生画面となる場合
をシーン判定器により判定して、符号化側はビットストリームメモリから読出した所定の
ビットストリームの送出し、復号化側はビットストリームメモリから読出した所定のビッ
トストリームを復号するもので、符号化側では、スノーノイズ等の望ましくない再生画面
となる場合の発生情報量の増大があっても、それを送信しないので、圧縮符号化処理を安
定に継続することが可能となり、再生画面も安定な画面となる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理説明図である。
【図２】本発明の実施の形態の説明図である。
【図３】本発明の実施の形態のフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態の復号化部の説明図である。
【図５】本発明の実施の形態の復号化処理のフローチャートである。
【符号の説明】
１　符号化部
２　統計情報取得部
３　シーン判定部
４　ビットストリームメモリ
５　セレクタ部

【図１】 【図２】
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